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2023 年９月 14 日 

会社名    中 本 パ ッ ク ス 株 式 会 社 

代表者名  代表取締役社長           河田  淳 

（コード番号：7811 東証プライム市場） 

問合せ先  管理本部 総務・経営企画部長  吉田 卓司 

(電話番号 06-6762-0431)  

  

プライム市場の上場維持への適合に向けた計画に基づく進捗状況（変更）及び 

スタンダード市場への選択申請及び適合状況に関するお知らせ 

  

当社は、2021 年 12 月 10 日に「新市場区分の上場維持基準の適合に向けた計画書」を、2022

年４月 28 日に「新市場区分の上場維持基準の適合に向けた計画書（更新）」を提出した後、

2023 年５月 31 日に「上場維持基準の適合に向けた計画に基づく進捗状況及び計画書の変更

について」を提出し、その内容について開示しております。 

2023 年４月１日施行の株式会社東京証券取引所の規則改正に伴い、スタンダード市場への

上場の再選択の機会が得られたことから、当社は本日開催の取締役会でスタンダード市場へ

の選択申請することを決議しましたので、お知らせいたします。 

 なお、スタンダード市場への選択理由及びスタンダード市場の上場維持基準への適合状況

については以下のとおりです。 

記 

  

１．当社のプライム市場の上場維持基準への適合状況および計画期間 

当社の 2023 年２月末時点におけるプライム市場の上場維持基準の適合状況は、以下のと

おりとなっており、「流通株式時価総額」については基準を充たしておりません。 

 

 
株主数 

(人) 

流通株式数 

(単位） 

流通株式 

時価総額 

(億円) 

流通株式 

比率 

(％) 

当社の適合状況

及びその推移 

※１ 

2021 年６月

末時点※２ 
9,698 

58,102 

※２ 約 43,600 

92.8 

※２ 69.7 

71.0 

※２ 53.4 

2023 年２月

末時点 
13,624 48,073 76.0 58.8 

上場維持基準 800 20,000 100 35 

適合状況 適合 適合 不適合 適合 

計画期間   2026 年２月末  

※１ 当社の適合状況は、東証が基準日時点で把握している当社の株券等の分布状況等をも

とに算出を行ったものです。 

※２ 市場区分における上場維持基準への適合状況に関する一次判定の結果では流通株式比
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率は 71.0％でしたが、当社の算出によると、一次判定では算入対象外である特別利害

関係者保有分を流通株式に含まない場合、流通株式数は約 436 万株で流通株式比率は

53.4％、流通株式時価総額は 69.7 億円となります。 

 

２．プライム市場の上場維持基準への適合に向けた取り組みの実施状況（2023 年３月～2023

年８月） 

  株価の向上に向け、既存事業の強化に加え、環境対応製品の開発に注力したほか、ニッセ 

ー株式会社の事業の一部である食品容器成型事業を2023年４月３日に譲受しました。また、 

株式会社リコーとの合弁会社「RＮスマートパッケージング株式会社」を 2023 年４月３日 

に設立、2023 年７月３日より事業を開始し機能性包材事業拡大など企業価値向上に向けた 

取り組みを行ってまいりました。なお、資源・エネルギー価格高騰など「中期経営計画 2023」 

の前提条件の変化が大きいことから中期経営計画を見直し、事業環境の変化に対応した「中 

期経営計画 2024」を新たに策定いたしました。 

流通株式につきましては、取引先における政策保有株式の縮減方針により、市場への影響 

 がない範囲で保有先の株式の売却等が進んだことにより概ね目標としていた数値（60％程 

度）に到達しました。 

 

３．スタンダード市場の選択の理由 

  当社は、中期経営計画 2024 を策定し、プライム市場上場維持基準を充たすための計画期

間を最終年度である 2026 年２月末までとして、その達成に取り組んでおりますが、現時点

でプライム市場上場維持基準に一部の項目が適合しておりません。今般の株式会社東京証

券取引所の規則改正で上場維持基準に抵触した後の経過措置の取り扱いが明確化され、今

後も継続してプライム市場の上場を維持した場合に上場廃止となるリスクが懸念されます。

今般の市場再選択の申請期限が 2023 年９月 29 日であることから、株主の皆様が不安を持

つことなく継続して当社株式を保有・売買できる環境を確保することが重要だと判断し、今

回の決定に至りました。 

今回の市場選択は当社の経営方針及び中期経営計画2024に影響を与えるものではありま

せん。当社は市場区分に関わりなく、持続的な利益成長と財務基盤の強化により企業価値を

向上させるとともに、株主・投資家の皆様から信頼いただける企業として社会的責任を果た

すべく、積極的な対話や IR 活動に引き続き取り組むほか、株主還元も充実させてまいりま

す。 

 

４．スタンダード市場の上場維持基準への適合状況 

スタンダード市場の上場維持基準への適合状況は下表のとおりで、スタンダード市場の

すべての上場維持基準に適合しております。 

今後、上場維持基準の各項目の判断基準時点において、同市場の上場維持基準のすべてに

適合している場合には、「スタンダード市場の上場維持基準への適合に向けた計画」の開示
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は必要でなくなるため、進捗状況は開示いたしません。 

 
株主数 

(人) 

流通株

式数 

(単位) 

流通株式

時価総額 

(億円) 

流通株式

比率 

(％) 

月平均 

売買高 

(単位) 

純資産の額 

(百万円) 

当社の 

適合状況 

2023 年２月

末時点※１ 
13,624 48,073 76.0 58.8 

359 

※２ 
16,469 

スタンダード市場の 

上場維持基準 
400 2,000 10 25 10 正 

適合状況 適合 適合 適合 適合 適合 適合 

※１ 当社の適合状況は、東証が基準日時点で把握している当社の株券等の分布状況等をも

とに算出を行ったものです。 

※２ 月平均売買高は、2022 年７月から 2022 年 12 月までの売買高合計を６（ヵ月）で除し

て、月平均として当社で試算し算出しております。 

 

５．スタンダード市場への移行予定日 

  スタンダード市場への移行予定日は 2023 年 10 月 20 日となります。この日以降におい 

て、当社株式の取引はスタンダード市場に移行し、同市場で取引が継続されます。 

 

以 上 


